
緑の森で見つけたよ　鮮やかな黄色

キハダの樹皮（オウバク）に興味津々の親子

（6月 20 日／高田山ブナの森探索会）

※ 15 頁に関連記事
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特　　　　集／中学生職場体験学習「キャリア・スタート・ウィーク」

町政スポット／町議会6月定例会報告、好評です　持家住宅建築奨励助成金、

　　　　　　　「蔵」を活用した交流拠点づくり　シリーズ③　ほか

ま ち の 話 題／ブナ林と狩人の会　マタギサミットin朝日町、　大沼の浮島

　　　　　　　湖畔に「浮島の鐘」が設置、高田山ブナの森探索会　ほか



広
報
あ
さ
ひ
ま
ち  

7
月
号　
　

2

特集◐  中学生職場体験学習

　　　 「キャリア・スタート・ウィーク」

社
会
人
と
し
て
、
自
立
す
る

た
め
の
第
一
歩

　

若
者
を
中
心
に
増
え
続
け
て
い
る

「
ニ
ー
ト
」や「
ひ
き
こ
も
り
」。
こ
れ
は
、

職
業
に
対
す
る
意
識
の
希
薄
化
が
背
景

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
な
る
こ
と

を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら

職
業
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
増
や
し
、

き
ち
ん
と
し
た
職
業
観
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
が
平
成

18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
の
が
中
学

生
の
職
場
体
験
学
習
「
キ
ャ
リ
ア
・
ス

タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」。
今
年
も
７
月

５
日
か
ら
９
日
ま
で
の
５
日
間
行
わ
れ
、

朝
日
中
学
校
の
２
年
生
73
人
が
町
内
の

各
事
業
所
で
様
々
な
経
験
を
積
み
ま
し

た
。

　

こ
の
５
日
間
、教
室
を
出
て
「
社
会
」

と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
過
ご
し
た
生
徒

た
ち
。
各
事
業
所
で
様
々
な
勤
労
体
験

を
積
ん
だ
ほ
か
、
日
頃
あ
ま
り
接
す
る

こ
と
の
な
い
異
世
代
の
方
々
と
言
葉
を

交
わ
し
、
社
会
生
活
の
マ
ナ
ー
も
経
験
。

将
来
、
社
会
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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中学生職場体験学習「キャリア・スタート・ウィーク」

生徒の受入れにご協力いただいた事業所です
ありがとうございました

注文確認、そば・お茶等の提供補助

そば屋　亀次郎

　お客様の注文を確認したり、そばやお茶、お通
しなどを運ぶ手伝いをしました。
　注文を伺うとき、お客様によっては声が聞き取
りにくいこともあって苦労しました。間違わない
ように内容を確認することが大事と感じました。
　お店の方から「笑顔で接客すること」の大切さ
を教わり、自分でもそれを忘れないよう心がけま
した。

▼菅井優
ゆ い

衣さん（小原）

お仕事が
教えて
くれたよ

笑顔、あいさつ、気配り、健康管理…

「
大
人
と
同
じ
よ
う
に
、

一
週
間
、
週
５
日
働
く
」

　

今
回
、
生
徒
の
受
け
入
れ
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
事
業
所
は
上
の
一
覧
表
の

通
り
。
そ
の
数
は
、
事
業
を
開
始
し
た

平
成
18
年
度
以
降
、
毎
年
25
ヵ
所
前
後

で
推
移
し
て
お
り
、
５
年
間
ほ
ぼ
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
現
在
ほ
と

ん
ど
の
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
朝
日
町
の
特
色
は
、
開
始
当
初
か

ら
５
日
間
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
。
町

教
育
委
員
会
の
奥
山
勝
弘
主
幹
に
よ
れ

ば
、「
は
じ
め
は
５
日
間
で
実
施
し
て

い
た
市
町
村
で
も
、
受
け
入
れ
先
の
都

合
や
、
教
育
課
程
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
か
ら
、
２
日
や
３
日
に
短
縮
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
ん
な

中
、
当
町
で
は
『
大
人
と
同
じ
よ
う
に

一
週
間
、
週
５
日
働
く
こ
と
に
意
義
が

あ
る
』
と
し
て
、
現
行
の
日
数
を
確
保

し
て
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
、

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
各
事
業
所
の

皆
様
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

№ 事業所名

1 ㈱東北コーオン　朝日工場

2 ㈱ニクニ　アサヒ工場

3 ㈱清野建設

4 ㈱ジェイエイライフ（大谷給油所）

5 ㈱ジェイエイライフ（朝日給油所）

6 ㈱朝日相扶製作所

7 日東ベスト㈱　大谷工場

8 ㈲山形朝日オーストリッチ産業センター
「ロイフェン」

9 ㈱朝日自然観

10 ㈲すずき

11 そば屋　亀次郎

12 ㈲近江屋

13 ＪＡさがえ西村山　アグリ朝日店

14 ㈱ヒグチ

15 セブン - イレブン朝日町宮宿店

16 サンクス山形朝日町店

17 ㈲朝日町ワイン

18 大谷小学校

19 西五百川小学校

20 宮宿小学校

21 子育て支援センターあさひ

22 あさひ保育園

23 朝日町役場政策推進課

24 特別養護老人ホームふれあい荘

25 グループホームあさひ

26 きらやか銀行（宮宿支店）

体験
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お年寄りの介護の補助

特別養護老人ホームふれあい荘

ポンプ組立て補助、部品の寸法確認

㈱ニクニ　アサヒ工場

自動車の窓ふき、灰皿清掃、水まき

㈱ジェイエイライフ（朝日給油所）

　給油に訪れたお客様が気持ちよく運転できるよう
心をこめて窓をふきました。作業の前は楽しそうだ
なと思っていたのですが、実際やってみるときれい
にふくためのコツもあったりして大変でした。
　ほかの仕事は、灰皿の清掃や地面への水まき、出
迎えなど。ガソリンスタンドですので、とにかく元
気な声であいさつするよう心掛けました。

▼志藤美
み ゆ

優さん（元町）

ワインの瓶詰め、機械洗浄

㈲朝日町ワイン

　ワインの瓶詰め工程を手伝いました。ベルトコン
ベアから流れて来る瓶詰めされたワインを受け取
り、コンテナに入れていきました。
　ほかには、仕込みの機械の水洗い作業などを行い
ました。スポンジを使って細かいところまで丁寧に
洗いましたが、おいしいワインを造るには、どんな
作業も心をこめて行うことが大切と思いました。

▼白田翔
と し き

志樹さん（大谷二）

　お年寄りの方々の介護全般をお手伝いしました。
　初めての経験でも会話すると気持ちが通じ合い、
楽しく仕事ができました。世代が違うため、必ずし
も話が合うわけではありませんが、相づちを打って
耳を傾ける等の気配りが大事と感じました。天気や
田畑のことなど共通の話題を見つけて話すようにし
ました。

▼阿部由
ゆ ら

良さん（緑町）

　ポンプの組立てや測定器を使った部品の確認など
をお手伝いしました。立ち仕事で足が痛くなりまし
たが、その分終わった後の達成感もありました。
　「安全第一」のモノづくりですが、体調が良くな
いとちょっとした不注意から不良品や事故につなが
るそうです。健康な体があってこそできる仕事。体
調管理の大切さも教わりました。

▼田川翔
しょうへい

平さん（八ツ沼）

体験

体験

体験

体験

特集●中学生職場体験学習「キャリア・スタート・ウィーク」
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食肉加工、商品の袋づめ

㈲山形朝日オーストリッチ産業センター「ロイフェン」

事務用品の配達補助、店内の整頓

㈲近江屋

乳幼児の保育補助

あさひ保育園

商品の整理整頓、清掃、レジ

セブン－イレブン朝日町宮宿店

　腸に肉を詰め込んでいく本格的なソーセージ作り
を一から体験しました。見るのも初めてで新鮮な気
分でした。フランクフルト用にソーセージを串に刺
す作業では、肉によって力が必要なものもあり、手
や指が痛くなりました。
　仕事が終わってから「手伝ってくれて助かったよ」
と感謝してもらった時が一番うれしかったです。

▼浅岡美
み ほ

穂さん（杉山）

　遊び、給食、プール、そして着替えやおむつ交換
など、保育のいろいろなお手伝いをしました。元々
子どもは大好きです。遊んであげると、なついてく
れてかわいかったです。
　昼寝の時間に寝ついてくれないなど、言うことを
聞いてもらえないこともたくさんありました。どん
な仕事でもお金を稼ぐのは大変と感じました。

▼長岡拓
たく

哉
や

さん（前田沢）

　いろいろな事務用品の配達をお手伝いしました。
文房具屋さんなので、小さくて軽いものしかないと
思っていたのですが、印刷用紙など重いものもあり、
大変なところもありました。
　日がたつにつれ、だんだん慣れてきて仕事が楽し
くなりました。商品を手渡してお客さんが笑顔に
なってくれたときが一番うれしかったです。

▼長岡優
ゆう

汰
た

さん（太郎二）

　お客様が買い物しやすいように、棚の奥にある商
品を手前に出す「フェイスアップ」という作業を行
い、見た目を整えました。
　ほかには窓ふきや店内外の掃除を行いました。お
客様に気持ちよく買い物をしてもらうためには、お
店をきれいにすることはもちろん、明るく元気な声
であいさつすることが一番と感じました。

▼佐竹勇
ゆう

太
た

さん（松程）

体験

体験

体験

体験

学んだ職業観　胸には達成感　充実の５日間
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特集●中学生職場体験学習「キャリア・スタート・ウィーク」

　「笑顔」「あいさつ」「気配り」「健康管理」…。この 5日間

を通して生徒たちが学んだことは、いずれも大切なことです

が、社会人としては当たり前のことです。それを当たり前と

わかり、実践できる人間になってほしいと思います。

　朝日町の「キャリア・スタート・ウィーク」は町内の事業

所だけで 5日間、全生徒を受け入れていただいています。こ

れにより、生徒たちは地域に根差した体験ができ、地域に住

む異世代の方々との交流を深めることができます。

　「地域に開かれた学校」を学校経営の重点の一つに掲げるわ

が校にとって、本事業は大変意義なものです。ご協力いただ

いた各事業所の皆様には改めてお礼申し上げます。

「当たり前のことを当たり前にできる…」そんな人間に…
朝日中学校　遠藤康男校長　

大谷小学校

あさひ保育園

㈲朝日町ワインサンクス山形朝日町店㈱朝日相扶製作所
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私
た
ち
は
、
町
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
記
事

を
取
材
し
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
・

ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、

町
内
の
事
業
所
で
働
く
友
人
の

と
こ
ろ
を
訪
問
し
、
働
く
様
子

を
撮
影
し
た
ほ
か
、
仕
事
の
内

容
や
感
想
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

写
真
は
人
物
を
撮
る
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
正
面
か
ら
表

情
を
撮
る
に
は
人
の
前
に
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
恥
ず

か
し
く
て
な
か
な
か
前
に
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
経
験
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
さ
も

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
よ
り
も
大
変
だ
っ
た
の

が
、
記
事
の
作
成
で
す
。
な
か

な
か
上
手
な
言
葉
が
出
な
か
っ

た
り
、
文
章
が
う
ま
く
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
り
し
て
、
苦
労
し

ま
し
た
。

　

こ
の
仕
事
を
経
験
し
て
一
番

や
り
が
い
を
感
じ
た
の
は
、
自

分
た
ち
の
記
事
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
さ
れ
、
先
生
や
友
人

か
ら
「
見
た
よ
」
と
言
っ
て
も

ら
え
た
と
き
。
い
ろ
ん
な
人
か

ら
見
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
５
日
間
で
、
広
報
は
い

ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
る
仕
事
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

写
真
や
記
事
も
大
事
で
す
が
、

ま
ず
は
取
材
先
の
方
々
へ
き
ち

ん
と
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。

▼
佐
藤
真
澄
さ
ん
（
助
ノ
巻
）

▼
大
江
智
美
さ
ん
（
小　

原
）

町広報として、友人の働く様子を取材

中学生記者

取材体験記
　

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
事
業
５
年
目
の

今
年
、
町
広
報
（
政
策
推
進
課
）
で
は
初
め
て
生
徒
の

受
け
入
れ
を
実
施
し
、
佐
藤
真
澄
さ
ん
（
助
ノ
巻
）
と
、

大
江
智
美
さ
ん
（
小
原
）
が
取
材
や
記
事
作
成
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

５
日
間
、
各
事
業
所
で
働
く
友
人
の
元
を
訪
れ
、
仕

事
の
内
容
や
感
想
等
を
取
材
。
本
特
集
記
事
の
作
成
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中学生記者の一日です

８：20　出勤　元気な声で「おはよ
うございます！」

９：00　取材に出発　事業所を訪問
し、友人に取材しました

15：00　勤務終了　取材内容は写真と
ともに、ホームページで紹介されました

13：00　午前中に取材した内容をま
とめ…

14：00　広報やホームページで利用
できるようパソコンに入力

取材を行う佐藤真澄さん ( 左 ) と大江智美さん ( 右 )
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町政スポット

■
送
橋
地
区
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯

電
話
基
地
局
が
開
局

　

町
が
所
有
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
利
用
し
開
局
。
５
月
28
日
か
ら

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
古
槇
・

送
橋
・
下
芦
沢
の
携
帯
電
話
不
感

地
域
解
消
に
役
立
っ
て
い
る
。

■
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
と

も
に
増　

今
年
度
町
税
賦
課
状
況

　

固
定
資
産
税
当
初
賦
課
額
は
、

３
億
２
６
１
３
万
円
で
、
前
年
比

１
０
２
．
５
％
、
７
９
０
万
円
の

増
。
増
加
の
主
な
要
因
は
、
設
備

投
資
に
よ
る
償
却
資
産
の
増
と
、

新
築
住
宅
の
３
年
間
の
軽
減
措
置

の
終
了
等
に
伴
う
も
の
。
軽
自
動

車
税
は
、
２
０
５
７
万
円
で
昨
年

比
１
０
０
．
３
％
、
６
万
円
の
増
、

軽
四
輪
乗
用
車
の
増
に
よ
る
も
の
。

■
平
成
21
年
度
町
税
の
収
納
状
況

　

５
月
20
日
現
在
で
町
民
税
、
法

人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び
軽

自
動
車
税
を
合
わ
せ
た
現
年
度
及

び
滞
納
繰
越
の
徴
収
率
は
、
96
．

１
％
。
前
年
度
比
０
．
３
％
の
減
。

国
民
健
康
保
険
税
は
92
．２
％
で
、

同
１
．
７
％
の
減
。

　

４
、５
月
の
出
納
整
理
期
間
を

「
滞
納
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、

滞
納
対
策
を
進
め
て
き
た
が
、
現

下
の
経
済
情
勢
が
影
響
し
て
い
る
。

■
利
用
者
が
大
幅
増

ー
山
形
直
行
バ
ス
ー

　

山
形
直
行
バ
ス
の
４
月
中
の
利

用
者
は
、
往
路
５
８
７
人
、
復
路

１
４
７
人
、
計
７
３
４
人
。
前
年

比
１
６
１
％
と
大
幅
に
伸
び
、
現

在
は
２
台
体
制
で
運
行
し
て
い
る
。

■
町
福
祉
の
状
況

　

４
月
１
日
現
在
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
、
昨
年
比
９
人
増

の
２
８
５
５
人
。
高
齢
化
率
34
・

９
％
で
県
内
第
２
位
。

　

４
月
末
日
現
在
の
介
護
保
険
認

定
者
数
は
、
昨
年
同
期
比
10
人
増

の
４
８
６
人
。
内
訳
は
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
２
８
４
人
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が

１
２
６
人
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
11
人
な
ど
。

■
一
日
平
均
利
用
者
は
約
43
人

ー
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ
ー

　

５
月
末
現
在
で
の
利
用
者
数
は

２
１
３
０
人
。う
ち
３
６
１
人（
約

17
％
）
が
町
外
の
方
で
、
一
日
平

均
者
は
約
43
人
。

■
新
源
泉
開
湯
で
利
用
者
増

ー
り
ん
ご
温
泉
ー

　

新
源
泉
開
湯
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
式
を
４
月
１
日
に
行
っ
た
。

４
月
の
利
用
者
数
は
７
５
８
３
人

で
前
年
比
約
20
％
の
増
。
利
用
者

か
ら
の
評
判
も
よ
く
、
今
後
も
利

用
者
数
が
増
加
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

■
約
78
万
円
の
純
利
益
を
確
保

ー
朝
日
自
然
観
第
11
期
株
主
総
会
ー

　

６
月
１
日
に
開
催
。
決
算
状
況

は
、
朝
日
自
然
観
20
周
年
事
業
に

関
す
る
販
売
促
進
の
強
化
や
経
営

の
合
理
化
に
努
め
、
総
売
上
高
は

１
億
５
３
４
３
万
円
（
前
年
比

１
２
４
６
万
円
の
増
）
で
、
税
引

き
後
の
当
期
純
利
益
は
78
万
円
を

確
保
し
た
。

■
懸
念
さ
れ
る
果
樹
の
生
育
、
春

先
か
ら
の
低
温
の
影
響
は
？

　

果
樹
全
般
の
生
育
は
平
年
よ
り

５
日
～
７
日
ほ
ど
遅
れ
て
経
過
し

て
い
る
。
特
に
り
ん
ご
の
開
花
後

に
低
温
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
結
果
数
に
影
響
が
出
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
る
。

議
会

町議会 6 月定例会
主な町政報告

　

６
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
３
日
間
の
日
程
で
、
町
議
会
６
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
し
て
は
、
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に

井
澤
壽
一
氏
（
夏
草
）
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
22
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
合
計
12
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
（
承

認
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
に
よ
り
税
や
文
化
財
の
保
護
、

定
住
・
結
婚
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
つ
い
て
質
問
と
主
張

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
報
告

結果数が懸念
されるりんご

旧送橋小グラウンドの一角に
建設されたドコモの基地局
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地
元
に
あ
る
食
材
を
使
っ
て

安
心
安
全
な
商
品
を
作
る
。
大

量
生
産
・
大
量
消
費
を
原
則
と

す
る
現
在
の
市
場
で
は
、
こ
の

ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
が
崩
壊

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
首
都
圏
な

ど
の
大
市
場
向
け
に
農
作
物
を

出
荷
す
る
た
め
、
農
作
物
の
色

や
形
、
大
き
さ
と
い
っ
た
見
た

目
だ
け
に
主
眼
が
置
か
れ
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
農
薬
や
化
学

肥
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　

朝
日
町
産
業
創
造
推
進
機
構

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
慣
行
栽

培
」
を
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

く
の
で
は
な
く
、
化
学
肥
料
や

農
薬
を
可
能
な
限
り
抑
え
る

「
特
別
栽
培
」
や
、
こ
れ
ら
を

全
く
使
用
し
な
い
「
有
機
栽
培
」

な
ど
、
本
来
あ
る
べ
き
栽
培
方

法
を
大
前
提
に
し
た
生
産
を
目

指
し
て
研
修
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

慣
行
栽
培
か
ら
生
態
系
農
業

を
活
用
し
た
栽
培
に
挑
戦
し
よ

う
と
、
現
在
研
修
を
積
ん
で
い

る
の
が
大
谷
野
菜
ク
ラ
ブ
（
白

田
信
市
代
表
）
で
す
。
７
月
９

日
、
有
機
栽
培
を
実
践
し
て
い

る
松
田
鐡
美
さ
ん
（
川
西
町
）

を
講
師
に
迎
え
て
、
農
作
物
に

施
肥
す
る
ボ
カ
シ
肥
料
製
造
の

実
技
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

慣
行
栽
培
か
ら
本
来
あ
る
べ
き
栽
培
へ

「都市と農山村が互いの生活を支え

合う関係」の構築を掲げ、仙台圏と

の交流を進める「朝日町産業創造推

進機構」の取り組みを連載で紹介し

ます。

業
な り わ い

 を創る

連載企画

■
農
業
委
員
に
阿
部
為
吉
氏
、

浅
岡
定
一
氏
を
選
任

　

阿
部
賢
一
氏
（
農
業
共
済
組
合

選
任
）
お
よ
び
長
岡
健
治
氏
（
農

業
協
同
組
合
選
任
）
の
辞
任
に
伴

い
、
農
業
共
済
組
合
か
ら
阿
部
為

吉
氏
（
常
盤
）、
農
業
協
同
組
合

か
ら
浅
岡
定
一
氏
（
杉
山
）
が
推

薦
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
４
月
１
日
付
、

５
月
９
日
付
で
町
農
業
委
員
に
選

任
さ
れ
た
。
任
期
は
今
年
12
月
20

日
ま
で
。

■
平
成
21
年
度
の
患
者
数
の
状
況

　

一
日
平
均
入
院
患
者
数
は
32

人
、外
来
患
者
数
は
約
１
３
９
人
。

前
年
よ
り
若
干
少
な
い
状
況
。
経

費
の
節
減
等
に
よ
り
、
平
成
21
年

度
決
算
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収

支
差
引
で
約
６
８
０
万
円
の
黒
字

を
計
上
で
き
る
見
込
み
。

■
平
成
22
年
度
の
町
内
小
中
学
校

の
概
要

　

小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
入
学

式
を
４
月
７
日
に
挙
行
。
小
学
生

53
人
、
中
学
生
55
人
が
元
気
に
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

５
月
１
日
が
調
査
基
準
日
の

「
学
校
基
本
調
査
」
の
結
果
に
よ

る
と
、
小
学
校
は
22
学
級
３
６
２

人
、
児
童
数
で
３
人
の
減
。
中
学

校
は
８
学
級
１
９
２
名
と
な
り
、

学
級
数
で
１
学
級
、
生
徒
数
で
29

人
の
大
幅
減
と
な
っ
た
。

■
鈴
木
治
郎
氏
が
高
齢
者
叙
勲　

　

元
上
郷
小
学
校
長
の
鈴
木
治
郎

氏
が
４
月
１
日
付
け
で
高
齢
者
叙

勲
と
し
て
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
。

５
月
20
日
に
村
山
教
育
事
務
所
長

よ
り
伝
達
を
受
け
た
。

■
順
調
な
滑
り
出
し

ー
朝
日
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ー

　

５
教
室
に
73
人
の
会
員
登
録
を

い
た
だ
き
、
４
月
１
日
に
ス
タ
ー

ト
。
男
性
会
員
が
少
な
い
も
の

の
、
良
好
な
滑
り
出
し
と
な
っ
て

い
る
。

■ショーケース　１台 （220,000 円相当）

　宮宿小学校の教育振興のため
　前宮宿小学校長　長岡　信悦 様　より

■児童図書　８８冊 （98,857 円相当）

　西五百川小学校の教育振興のため
　常盤　阿部　宗一郎 様　より

■桜 （ソメイヨシノ） １本 （40,000 円相当）

　大谷小学校の教育振興のため
　大谷小創立 100 周年タイムカプセル
　開筒記念実行委員会　様　より

■金員 105,000 円

　町づくり寄付金として
　社団法人　山形県トラック協会　様　より

寄
付
採
納
報
告　

善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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町
内
の
建
築
需
要
の
掘
り
起
こ
し

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、

今
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
「
持
家
住

宅
建
築
奨
励
助
成
金
事
業
」
が
好
評

で
す
。
４
月
１
日
の
申
込
受
付
開
始

以
降
問
合
せ
が
殺
到
し
、
５
月
中
旬

に
は
当
初
見
込
ん
で
い
た
４
５
０
万

円
の
予
算
枠
に
早
く
も
到
達
。
そ
の

後
も
申
し
込
み
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
か

ら
、
町
で
は
町
議
会

６
月
定
例
会
と
７

月
の
臨
時
議
会
で
計

１
０
５
０
万
円
を
増

額
補
正
し
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
２
日
現
在
の

申
請
は
41
件
。
対
象

と
な
る
工
事
の
内
訳

を
見
る
と
、
住
宅
の

新
築
は
２
件
と
少

な
く
、
水
廻
り
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
は

じ
め
と
し
た
住
宅

の
増
改
築
が
18
件
、
住
宅
に
付
属
す

る
建
築
物
（
車
庫
、
物
置
等
）
の
新

築
が
６
件
、
そ
の
ほ
か
外
構
工
事
が

４
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
高

50
万
円
ま
で
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

助
成
金
額
の
平
均
は
約
22
万
円
。
比

較
的
小
規
模
な
工
事
が
多
い
も
の

の
、
工
事
代
金
総
額
は
同
日
現
在
で

１
億
８
０
０
０
万
円
を
超
え
、
こ
の

す
べ
て
が
町
内
業
者
で
手
掛
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
き
な

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

町
建
設
総
合
組
合
の
安
藤
政
喜
組

合
長
は
「
４
月
以
降
、
組
合
全
体
と

し
て
工
事
の
受
注
量
が
増
加
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
制
度
自
体
を
知
ら
な

い
方
も
い
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
の
で
、

制
度
を
有
効
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
営

業
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▼事業の内容
　自ら居住する持家住宅の建設工事（新築、増改築、
　修繕、模様替え及び外構工事をいう）に対して助
　成金を交付するもの。
▼対象 ( 以下の要件をすべて満たす者 )
　・町内持家住宅の建設工事を行う者

　・町内建設業者と工事請負契約する者
　・町税等に滞納がない者
▼助成金の額
　工事費の 10％以内（10 万円単位）
　※限度額 50 万円
▼問合せ先　建設水道課整備係　☎67ー2115

ご活用ください！朝日町持家住宅建築奨励助成金

好
評
で
す　

持
家
住
宅
建
築
奨
励
助
成
金

総
額
１
億
８
０
０
０
万
円
超
の
工
事
に
９
０
０
万
円
分
の
助
成
金
を
交
付
決
定

住宅等の新築、増改築の際には、助成金をご活用ください
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７
月
２
日
午
後
、
町
を
局
地
的

な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
襲
い
、
国
道

２
８
７
号
が
約
５
時
間
に
わ
た
っ

て
不
通
と
な
る
な
ど
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

町
が
７
月
５
日
で
ま
と
め
た
報

告
書
に
よ
る
と
、
町
道
、
林
道
、

農
道
な
ど
道
路
の
破
損
や
法
面
崩

落
が
30
ヵ
所
。
農
地
は
約
11
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
土
砂
が
流
入
し
、

被
害
総
額
は
７
０
０
０
万
円
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
住
宅
も
３
棟
が
床
下
浸

水
の
被
害
を
受
け
た
ほ
か
、
土
砂

流
入
の
危
険
の
た
め
、
大

滝
地
区
の
一
世
帯
が
自
主

避
難
。
旧
上
郷
小
学
校
体

育
館
は
、
す
ぐ
脇
を
流
れ

る
沢
の
上
流
に
堆
積
物
が

あ
る
た
め
、
当
分
の
間
使

用
禁
止
の
措
置
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
７
月
２
日
午
後

８
時
に
町
長
を
本
部
長
と

す
る
「
朝
日
町
豪
雨
災
害

対
策
本
部
」
を
設
置
。
関

係
職
員
が
情
報
収
集
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
現
在
は

被
災
箇
所
の
早
急
な
復
旧

に
向
け
動
い
て
い
ま
す
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
町
を
襲
う　
被
害
額
は
７
０
０
０
万
円
以
上

　現在、テレビの右上に「アナログ」と出ているテ

レビをご覧の方、このままでは「地上デジタル放送」

を見ることができません。

　１年後に迫った地上デジタル放送完全移行（アナ

ログ放送終了）に向け、アンテナの確認や、デジタ

ルテレビへの買い換え（約２万円～）やデジタル

チューナー（約 5,000 円～）の購入をご検討くださ

い。※価格は平成 22 年 4月現在の目安です。

■地上デジタル放送に関するお問い合わせは・・・

「デジサポ ( 総務省テレビ受信者支援センター）」　

☎０５７０－０７－０１０１まで
受付時間9：00～21：00（平日）、18：00（土日祝日）

　デジタル放送への切り替えで、分か

らないことやお困りのことがありまし

たら是非ご来場ください。

■期間　８月２日 ( 月 )・３日 ( 火 )・

　　　　５日 ( 木 )・６日 ( 金 )

　　　　※水曜日は休み

■時間　【午前】午前 10 時～ 12 時

　　　　【午後】午後１時～３時

■場所　開発センター　１階ロビー

※参加費は無料です。会場での機器の

売り込みや契約の勧誘等は一切行いま

せん。事前の申し込みは不要です。

■問合せ先　総務省山形県テレビ受信

者支援センター☎０２３－６４７－２２８３

アナログ放送終了まであと１年
そろそろ本気でご準備を

開
発
セ
ン
タ
ー
で
無
料
の
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
相
談
会
を
開
催

旧上郷小学校北側を埋めつくす土砂や倒木
付近を流れる沢の上流から大量に流れ着いた
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町観光拠点施設「あさひ旅のココロ館」 ７月 23 日㈮
地元食材を提供「カフェ　蔵」　　　  8 月 21 日㈯

 蔵①（あさひ旅のココロ館） 蔵②（カフェ　蔵）
役　　割 町観光案内所、町観光協会事務所、展示スペース 地元食材を活用した食の提供、憩いと語らいの場

オープン ７月 23 日（金） ８月 21 日（土）

内装

イメージ
　 　

　一昨年から宮宿
大町地内に整備を
進めてきた「蔵の
ひろば」の完成が
間 近 に な り ま し
た。
　二つの蔵の名称
や機能、内装イメージについては、下表の
とおりです。蔵①には町観光協会が入り、
町観光の拠点施設として利用されます。軽
食の提供を予定している蔵②は指定管理者
制度をとり、「みちくさの会（柴田泰子代表）」

が管理、運営を行います。営業時間は午前
10 時から午後６時 30 分の予定で、毎週水
曜日の定休日を利用して、料理教室等学び
や語らいの場を検討しています。
　蔵周辺の広場は憩いの場としながらも、
地区民の交流や賑わいの場として、地区の
イベントや地場産品を提供する直売所とし
て利用できます。多くの皆さんのご利用を
お待ちしております。

■問合せ先　産業振興課商工観光係
☎６７－２１１３

いよいよ

オープン

「
蔵
」を
活
用
し
た
交
流
拠
点
づ
く
り　

シ
リ
ー
ズ
③

蔵①「あさひ旅のココロ館」

蔵②「カフェ　蔵」

文
商店

宮宿中央通り商店街

↑
至
大
江
町

宮宿小

交番

蔵のひろば蔵のひろば

コンビニコンビニ

Ｒ
２
８
７

Ｒ
２
８
７

←至白鷹町
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▼職種・採用予定人員･職務内容
　・上級行政　若干名(行政事務に従事 )
　・初級行政　若干名(行政事務に従事 )
　・初級土木　若干名(土木の技術的業務に従事 )
　・看護師　若干名(病院に勤務し、看護師の資格
　　を必要とする業務に従事 )
　・薬剤師　１名(病院に勤務し、薬剤師の資格を　
　　必要とする業務に従事 )
▼受験資格
　・上級行政　昭和56年４月２日から平成元年４月
　　１日までに生まれた者で、大学卒業程度の学力を
　　有する者
　・初級行政　昭和56年４月２日から平成５年４月
　　１日までに生まれた者(４年生大学卒業の方は受
　　験できません )
　・初級土木　昭和56年４月２日から平成５年４月
　　１日までに生まれた者
　・看護師　昭和50年４月２日以降に生まれた者で、
　　看護師の資格を有する者又は平成23年３月まで
　　当該資格を取得する見込みの者
　・薬剤師　昭和50年４月２日以降に生まれた者で、
　　薬剤師の資格を有する者又は平成23年３月まで
　　当該資格を取得する見込みの者
▼試験日程
　・上級行政・初級行政・初級土木
　　一次試験…教養及び専門試験
　　　期日…９月19日(日)　場所…陵東中学校
　　二次試験…作文、面接試験
　　　一次試験合格者を対象に後日実施
　・看護師・薬剤師
　　　９月上旬に作文、面接試験を実施
▼受験手続
　受験申込書等必要書類を揃え、８月６日(金 )まで
　役場総務課へ提出。（郵送の場合は同日必着）
　※申込書等の書類は役場総務課 (二階 )で直接受
　け取るか、ホームページからダウンロードしてくだ
　さい。郵送による取得を希望する方は、封筒の表
　に『職員採用試験受験申込書請求 (試験区分○○
　○ )』と朱書きし、１２０円切手を貼ったあて先明記
　の返信用封筒(角形２号 )を下記まで同封してくだ
　さい。
▼問合せ及び資料請求先　
　〒990-1442　朝日町大字宮宿1115
　朝日町役場　総務課　☎67‐２１１１

平成22年度朝日町職員
採用試験受験案内

---ダメ！ ポイ捨て---
捨てているのはあなたのマナー

■山形県選出

■比例代表選出（得票数は政党等の得票数と名
簿登載者の得票数を合計したもの）

候補者名 政党名 得票数
当選 岸　　　宏　一 自由民主党 2,922

梅津　ようせい 民　主　党 1,518
川野　ひろあき みんなの党 434
太田　　としお 日本共産党 226
無　　効 　 111
合　　計 　 5,211

７月 11 日執行 第 22 回参議院議員通常選挙
朝日町の県選出議員選挙投票率…75.22％ ( 前回 79.18％）

政党名 得票数
自由民主党 1615.998
民　主　党 1234
公　明　党 682
みんなの党 478
日本創新党 254
社会民主党 224
日本共産党 199
国 民 新 党 183

政党名 得票数
新 党 改 革 55
たちあがれ日本 36
女　性　党 26
幸福実現党 8
按分の切捨て 0.002
無　　効 213

合　　計 5,208

　道路脇に捨てられた空き缶や吸い殻ゴミに
対する苦情が寄せられています。きちんとマ
ナーを守り、きれいな朝日町に努めましょう。

【ボランティアに感謝　「川きれい運動」】
7月 4日、河川等の美化活動 ( 通称：川きれい運動）
が今年も実施され、各地区の方々が総出で自分の住
む地域の環境整備を行いました。
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マタギや研究者が全国から集い、交流・情報交換

大谷小３年生りんご学習
（７月５日／栗木沢地内）

雨の日はココに限るね！
（６月 30 日／子育て支援センター）

～ブナ林と狩人の会　マタギサミット in 朝日町～（７月３日～４日／創遊館）

　７月３日から４日にかけて、創
遊館などを会場に「ブナ林と狩人
の会　マタギサミットin朝日町」が
行われ、約120人が参加しました。
　これは、伝統的な狩猟文化を受

け継いでいるマタギや研究者が全
国から集い、交流や情報交換を行
うことをねらいとする催しで、今
年で 21 回目を迎えるものです。
　当日は、クマをはじめとする野

生動物が里に下るケースが増えた
要因などについて研究者が発表。
この中で県森林研修センターの斉
藤正一氏 ( 長沼 ) は、クマが里山
に現れる要因の一つは、餌場とな
る広葉樹林の荒廃だとし「定期的
な伐採で森林を再生させ、ナラ枯
れなどの被害をなるべく減らし、
山にクマの食べ物を増やす必要が
ある」と話しました。
　パネルディスカッションでは、
県内外の狩猟者 6 人と東北芸術
工科大の田口洋美教授が意見交
換。「クマの目撃数の増加は、人
里に来れば簡単に餌が手に入ると
学習したためだ」「人間とクマの
遭遇を減らすため、クマが人間を
認識できるような緩衝地帯を森の
中に整備するべきだ」などの意見
が出されました。

５回シリーズの１回目となった今
回は９組が参加。日本マタニティ
ビクス協会認定インストラクター
の石川ひとみ氏を講師に迎え、子
どもに安らぎを与える効果のある
マッサージを実施しました。
　ある参加者は「触ってあげると
子どもが笑顔になりました。肌と
肌とのふれあいって本当に大事な
んですね」と感想を語っていました。

幼児共
とも

育
いく

ふれあい活動 （６月30日／子育て支援センターあさひ）

マッサージで肌と肌とのふれあい
　幼児期の子どもとその家族を対
象にした「幼児共

ともいく

育ふれあい活動」
が 6 月 30 日子育て支援センター
あさひで開催されました。
　山形県では「家庭」「幼稚園・
保育園」「地域」が連携して幼児
期の子どもを育むことを「幼児共
育」と呼び、この事業は町幼児共
育協議会（小林秀子代表）が県の
委託を受け実施しているものです。

まちの話題
ここで紹介した情報以外にも、ホームページ内

「まちの写真館」には写真がいっぱい。見てね！
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　国指定名勝地「大沼の浮島」に
このほど、縁結びと幸福を願う「浮
島の鐘」が設けられ、6 月 19 日
その除幕式が行われました。
　この鐘は山形市在住の阿

あ

久
く

原
はら

柳
りゅう

一
いち

さんの寄贈によるもの。阿
久原さんにその想いを伺うと「多
くの方々が訪れる大沼の浮島に何
か魅力をプラスしたいと考え、湖
畔に架かる烏

かさ

鵲
さぎ

橋の『相愛の男女

が渡ると結ばれる』という伝説に
ちなんで設置しました。縁結びと
幸せを願うシンボルとして観光客
の増加に役に立ってくれればいい
ですね」と語りました。
　上屋部分や周囲の装飾は阿久原
さんと大沼地区の方々が協力して
手掛けたもの。すでに多くの方々
が訪れ、湖畔に美しい鐘の音が響
き渡っています。

「大沼の浮島」湖畔に「浮島の鐘」が設置 (６月19日／現地）

高田山ブナの森探索会 (６月20日／高田区内）

西部青年教室　ONLY-ONEシルバーアクセサリー制作教室
(６月28日、７月５日／西部公民館）

観光客の増加に向け新たな魅力をプラス

い部屋で汗だくになりながら熱心
に作業。銀板にデザインした図柄
を細い糸ノコギリで切り取り、刻
印で模様をつ
け、各自工夫
を凝らしたア
クセサリーに
仕上げていま
した。

2 時間 30 分かけて満喫しました。
　高田区は 15 世帯の小さな集落
ですが、この「ブナの森探索会」
をはじめとして、「ホタル観賞会」
や「メダカの保全」、そして「俳
句会」など、地区の行事は豊富で
多彩。大江町からの参加者は「地
区の方々の熱意が伝わるイベント
で気持ちいい汗を流すことができ
ました」と語っていました。

糸ノコに苦戦しつつ、工夫を凝らし仕上げる

自然・景観・歴史など見どころがたくさん

　西部公民館が主催するシルバー
アクセサリー制作教室が６月 28
日と 7 月 5 日の両日、同公民館
を会場に行われました。
　講師は東北芸工大卒業後、金属
工芸の道に入り 10 年余の川勝節
子さん（山形市）。旧立木小の「あ
とりえマサト」でも活躍している
方です。
　参加した 17 人はクーラーのな

　高田区が主催する「高田山ブナ
の森探索会」が 6 月 20 日開催さ
れ、町内外の約 30 人がさわやか
な森林浴を楽しみました。
　この探索会は、住んでいる地域
のすぐ近くにある里山の魅力を感
じてもらおうと同区が一昨年初め
て開催したもので、今年で 3 回
目。自然・景観・歴史など見どこ
ろがたくさん詰まったコースを約

湖畔に響く美しい鐘の音

約30人が２時間半の森林浴を満喫

時間を忘れて没頭しました
完成したオリジナルの
シルバーアクセサリー
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農
業
大
学
校
に
進
学
し
た
理
由
を

尋
ね
る
と
、返
っ
て
き
た
答
え
は
「
高

水
準
の
生
産
技
術
を
学
ぶ
た
め
（
細

谷
さ
ん
）」「（
り
ん
ご
を
は
じ
め
と
し

た
）
家
業
の
農
業
を
継
ぐ
た
め
（
清

野
さ
ん
、
菅
井
さ
ん
、
館
山
さ
ん
）」

と
い
う
も
の
。
４
人
い
ず
れ
も
明
確

な
将
来
像
を
持
ち
、
そ
の
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
同
校
を
選
択
し
て
い
ま

す
。

　

所
属
す
る
コ
ー
ス
は
細
谷
さ
ん
が

稲
作
経
営
、
ほ
か
の
３
人
は
果
樹
経

営
の
各
学
科
。
細
谷
さ
ん
は
年
間

を
通
じ
て
稲
作
を
専
門
的
に
学
ぶ
一

方
、
果
樹
経
営
学
科
の
３
人
は
サ
ク

ラ
ン
ボ
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
桃
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
果
実
の
生
産
技
術
を

学
習
。
６
月
中
旬
に
は
「
先
進
農
業

者
体
験
学
習
」
と
し
て
、
大
き
な
規

模
で
農
業
経
営
に
あ
た
っ
て
い
る
県

内
の
農
家
の
元
へ
出
向
き
、
約
10
日

間
住
み
込
み
で
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
実
習
以
外
に
も
、

全
学
科
共
通
で
簿
記
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
通
信
技
術
）
活
用

と
い
っ
た
現
代
の
農
業
経
営
に
欠
か

せ
な
い
分
野
も
学
ん
で
い
ま
す
。
実

習
と
座
学
の
割
合
は
お
よ
そ
６
対
４

で
実
習
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

入
学
か
ら
３
ヵ
月
が
経
過
し
、
寮

生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
週

末
は
帰
郷
す
る
の
が
寮
の
一
般
的
な

ル
ー
ル
。「
故
郷
か
ら
離
れ
た
学
校

で
、中
学
の
同
級
生
が
４
人
も
い
る
っ

て
い
う
の
は
何
か
と
心
強
い
で
す
ね

…
」
と
あ
る
一
人
が
語
る
よ
う
に
、

仲
の
良
い
４
人
は
帰
郷
す
る
時
も
連

れ
添
う
こ
と
が
多
く
、
現
在
は
寮
の

部
屋
も
同
じ
。も
ち
ろ
ん「
学
業
第
一
」

の
学
生
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
晩
楽

し
く
過
ご
し
て
お
り
、
時
に
は
県
内

各
地
か
ら
や
っ
て
く
る
他
の
仲
間
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
自
分
が
思
い

描
く
農
業
経
営
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
う
そ
う
で
す
。

　

将
来
の
夢
や
目
指
し
た
い
自
分
の

姿
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
早
く
独
り

立
ち
し
て
稲
作
を
頑
張
り
た
い
（
細

谷
さ
ん
）」「
生
産
だ
け
で
な
く
、
販

売
面
を
工
夫
し
、
リ
ン
ゴ
で
さ
ら
に

成
功
し
た
い
（
清
野
さ
ん
）」「
で
き

る
だ
け
早
く
自
分
で
も
高
品
質
な
リ

ン
ゴ
を
作
れ
る
よ
う
一
人
前
に
な
り

た
い
（
菅
井
さ
ん
）」「
家
業
の
リ
ン

ゴ
の
ほ
か
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
規
模
を

拡
大
し
て
が
ん
ば
り
た
い
（
館
山
さ

ん
）」
と
語
る
４
人
。
朝
日
町
で
活
躍

さ
れ
る
日
を
心
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

新
庄
市
に
あ
る
山
形
県
立
農
業
大
学
校
は
稲
作
、
果
樹
、
野
菜
・
花
き
、

畜
産
、
農
産
加
工
の
５
経
営
学
科
で
、
農
業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養

成
す
る
学
校
で
す
。
今
年
度
は
１
年
生
56
人
、
２
年
生
55
人
の
計
１
１
１
人

が
在
籍
し
、
全
員
が
寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
実
践
的
な
農
業
技
術
や
基
礎
知

識
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
、
朝
日
町
か
ら
４
人
の
若
者
が
同
校
に
入
学
。
こ
の
ほ
ど
町
広

報
が
学
校
を
訪
問
し
、
同
郷
の
仲
間
同
士
で
日
々
研
鑽
に
励
む
４
人
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

将来は郷里で一人前の農家に
県立農業大学校（新庄市）で学ぶ町出身者４人

【左から】　細谷琢磨さん（宇津野）、清野輝文さん（四ノ沢）、菅井健さん（大隅）、館山翔馬さん（松原）

サクランボの実習園にそろう４人の朝日町出身者
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(226)

広
報
委
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
　

私
的
あ
さ
ひ
ま
ち
生
活
町
広
報
委
員
が
仕
事
や
趣
味
、
家
庭
な
ど
を
通
じ
て
垣
間

見
え
る
朝
日
町
の
姿
や
日
常
の
思
い
を
自
由
に
綴
り
ま
す

　

山
に
登
ろ
う
と
思
え
ば
朝
日
鉱
泉
か
ら
朝
日

連
峰
を
周
回
で
き
る
コ
ー
ス
が
あ
り
、
壮
麗
な

山
脈
や
可
憐
な
高
山
植
物
に
癒
し
を
求
め
る
登

山
者
が
い
る
。
ま
た
山
の
恵
み
萌
え
出
る
山
菜

に
季
節
を
味
わ
う
人
が
い
る
。

　

山
が
好
き
な
人
は
、
朝
日
町
を
「
い
い
と
こ

ろ
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

朝
日
川
の
清
流
で
尺
を
超
え
る
岩
魚
や
山
女

魚
を
釣
り
上
げ
、
最
上
川
で
は
、
鮎
や
鯉
の
釣

果
を
自
慢
す
る
釣
り
人
が
い
る
。ま
た
近
頃
は
、

「
タ
ン
の
瀬
」
と
い
う
新
名
所
で
カ
ヌ
ー
を
楽

し
む
若
者
が
増
え
て
い
る
。

　

川
が
好
き
な
人
は
、
朝
日
町
を
「
い
い
と
こ

ろ
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

自
然
観
の
ゲ
レ
ン
デ
や
東
北
一
と
い
わ
れ
る

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
は
技
を
磨

く
。
ま
た
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
雪
煙
を
巻
き

上
げ
、
雪
原
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人
が
い

る
。

　

雪
が
好
き
な
人
は
、
朝
日
町
を
「
い
い
と
こ

ろ
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

太
い
幹
が
た
わ
む
ほ
ど
に
実
っ
た
り
ん
ご
を

収
穫
す
る
人
達
も
、
移
ろ
う
田
園
風
景
を
眺
め

な
が
ら
温
泉
に
浸
っ
て
い
る
人
も
そ
う
思
っ
て

い
る
に
違
い
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
「
い
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
」

と
思
わ
せ
る
魅
力
が
あ
る
朝
日
町
で
す
。

（
山
佐
幾
部
／
や
ま
さ
い
く
べ
）

まちの魅力

■平成 22 年度西村山地区中学校
陸上競技大会（６月 29 日 ~ 30 日）

１位　男子走幅跳　　阿部航瑠
２位　男子走幅跳　　五十公野祐典
　　　男子800m　　浅井翔太
３位　男子3000m　　五十嵐大義
　　　女子四種競技　 海野美里
４位　男子2・3年1500m浅井翔太
　　　女子100mH　　齋藤彩美

　　　女子走幅跳　　安藤絵里香
　　　女子2年100m　阿部愛衣
５位　女子800m　白田恵里香
　　　女子2・3年1500m白田恵里香
　　　女子100mH　海野美里
６位　男子800m　伊藤太樹
　　　男子走高跳　東海林賢一
　　　男子砲丸投　鈴木俊佑
　　　女子走高跳　志藤向日葵

■平成 22 年度西村山中学校総合体
育大会（６月 19 日～ 20 日）

【団体戦】…★印は県大会出場
１位　剣道男子★
２位　バスケットボール女子、剣道女子★
３位　バスケットボール男子、卓球男子
　　　卓球女子　ソフトボール
【個人戦】…☆印は県大会出場
１位　卓球男子　遠藤幹士☆
　　　柔道男子50kg級　村山幸路☆
　　　柔道女子52kg級　海野美里☆
　　　剣道男子　志藤慶太☆
２位　卓球男子　阿部航瑠☆
　　　柔道男子 55kg 級　佐竹真人
３位　剣道女子　菊地咲良☆

各種大会の成績
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朝
日
町
に
と
っ
て
四
十
三
年
ぶ
り

と
な
る
宮
中
行
事
「
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
」
へ
の

献
上
。
「
米
」
が
松
程
の
佐
竹
光
喜

さ
ん
、
「
粟
」
が
八
ツ
沼
の
鈴
木
好

一
さ
ん
が
献
上
者
と
な
り
、
五
月
二

十
三
日
、
両
地
区
で
厳
正
な
中
に
も

厳
か
な
、
地
区
を
上
げ
て
の
修

し
ゅ
う
ば
つ

祓
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
ツ
沼
区
に
お
い
て
は
、
一
世
一

代
の
地
区
あ
げ
て
の
事
業
と
い
う
思

い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
八
ツ
沼

の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
、
獅
子

振
り
、
奴
振
り
、
そ
し
て
角
田
流
八

ツ
沼
獅
子
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
そ
れ

を
見
守
る
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
ほ
と
ん
ど
地
区
全
員
の
方
々
の

熱
い
視
線
が
、
地
域
の
一
体
感
を
さ

ら
に
強
め
た
も
の
と
し
て
私
た
ち
に

も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
小
中
学
生
三
名

が
舞
う
獅
子
踊
り
に
は
、
舞
い
手
の

一
生
懸
命
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
を
長
い
年
月
の
間
、
絶
え
る
こ

と
な
く
伝
え
て
こ
ら
れ
た
地
域
の

方
々
の
万
感
の
思
い
が
、
舞
い
手
の

三
人
に
重
な
っ
て
、
と
て
も
感
動
的

な
修
祓
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え
て

い
く
こ
と
の
重
さ
、
深
さ
、
重
要
性

は
誰
し
も
が
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
際
長
い
年
月
続
け
て
い
く

こ
と
の
苦
労
と
難
儀
は
、
近
年
益
々

地
元
の
方
々
の
大
き
な
問
題
と
し
て

深
く
根
を
張
っ
て
き
て
い
ま
す
。
少

子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
。
地
区

の
活
動
の
あ
り
方
、
地
区
そ
の
も
の

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
影

を
投
げ
か
け
て
き
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
現
状

の
中
、
地
区
上
げ
て
の
が
ん
ば
り
・

元
気
が
、
す
な
わ
ち
地
域
の
宝
で
あ

り
、
地
域
の
宝
は
ま
さ
し
く
町
の
宝

と
し
て
、
等
し
く
町
民
の
誇
り
と
し

て
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
宝
は
、
町
の
宝

地
域
の
が
ん
ば
り
・
元
気
が
地
域
の
宝
で
あ
り
町
の
宝
で
あ
る

町長歳時記

（56）

【５年男子】
▼ 50 ｍ自由形①佐竹瑠斗 ( 宮 ) ②長岡龍輝 ( 大 ) ③佐藤耕雄
( 宮 ) ▼ 50 ｍ平泳ぎ①阿部竜大 (西 ) ②志藤康平 ( 大 ) ③海野
丞史(西 )▼50ｍバタフライ①鈴木遥耶(宮 )②白田匠摩(大 )
▼ 50 ｍ背泳ぎ①志藤理央 ( 大 ) ②朽木大輔 ( 宮 ) ③布施秀次
（宮）
【５年女子】
▼ 50 ｍ自由形①海野美乃里 ( 宮 ) ②會田春菜 ( 宮 ) ③菅井茉
衣 ( 大 ) ▼ 50 ｍ平泳ぎ①峯田莉沙 ( 宮 ) ②若月麻未 ( 宮 ) ③
佐竹彩果 ( 宮 ) ▼ 50 ｍバタフライ①大竹紀香 ( 宮 ) ②菊地美
桜 ( 西 ) ③瀬野彩香 ( 宮 ) ▼ 50 ｍ背泳ぎ①小原あすか（宮）
②村山美桜 ( 宮 ) ③菅井芽衣 ( 大 )
【６年男子】
▼ 50 ｍ自由形①佐藤大翔 ( 宮 ) ②和南城達輝 ( 宮 ) ③武田晃
季 ( 宮 ) ▼ 50 ｍ平泳ぎ①大竹克典 ( 宮 ) ②柴田滉介 ( 宮 ) ③
大竹晶徳 ( 宮 ) ▼ 50 ｍバタフライ①今井祐太 ( 宮 ) ②阿部篤
（西）▼ 50 ｍ背泳ぎ①鈴木友太 ( 大 ) ②鈴木崇仁 ( 宮 ) ③長
岡雅也 (宮 )▼ 100ｍ自由形①田中友崇 (宮 )②冨樫春優 (宮 )
③阿部聖 (宮 )▼ 100ｍ平泳ぎ①小野昴 (宮 )②佐竹優真 (西 )
③古川哲兵 ( 西 ) ▼ 100 ｍバタフライ①阿部祥平 ( 西 )
【６年女子】
▼ 50 ｍ自由形①遠藤みのり ( 大 ) ②朽木海晴 ( 宮 ) ③長岡可
奈 ( 西 ) ▼ 50 ｍ平泳ぎ①渡邉李梨 ( 宮 ) ②阿部真生 ( 宮 ) ③
佐藤亜美(宮 )▼50ｍ背泳ぎ①白田千夏(大 )②阿部奈於(西 )
③長岡真緒 ( 西 ) ▼ 100 ｍ自由形①菅井千香 ( 宮 ) ②小林愛
絵理 (宮 )▼ 100ｍ平泳ぎ①五十嵐美輝 (大 )②佐藤夏奈 (宮 )
③齋藤麻菜 ( 西 ) ▼ 100 背泳ぎ①白田小夏 ( 大 )

【200 ｍメドレーリレー】
▼男子①宮宿Ａ ( 大竹晶徳・小野昴・今井祐太・田中友崇 )
②大谷Ａ（鈴木友太・阿部和範・鈴木貴大・白田大）③宮宿
Ｂ（鈴木崇仁・柴田滉介・鈴木遥耶・冨樫春優）▼女子①宮
宿Ａ（小原あすか・渡邉李梨・柴田未咲・朽木海晴）②宮宿
Ｂ（菅井千香・阿部真生・大竹紀香・海野美乃里 )
③大谷Ａ ( 白田千夏・遠藤夢乃・五十嵐美輝・遠藤みのり）
【200 ｍリレー】
▼男子①宮宿Ａ（今井祐太・大竹晶徳・冨樫春優・田中友崇）
②宮宿Ｂ(小野昴・和南城達輝・佐藤大翔)③大谷Ａ（白田匠摩・
鈴木友太・鈴木貴大・白田大）▼女子①宮宿Ａ（柴田未咲・
大竹紀香・海野美乃里・朽木海晴）②宮宿Ｂ（會田春菜・村
山美桜・佐藤花菜・菅井千香）③大谷Ａ（遠藤みのり・白田
千夏・白田小夏・五十嵐美輝）

平成 22 年度朝日町小学生水泳記録会（７月９日／町民プール）
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●平成２２年６月３０日現在
　　人　口　８，１２３ 人 （－　９）
　　　男　　４，０２５ 人 （－　３）
　　　女　　４，０９８ 人 （－　６）
　　世帯数　２，５１９世帯（－　３）
　　　　　　　　　（　　）内前月比

――――６月中の異動―――――
　出　生　　３人　転　入　　１２人
　死　亡　　８人　転　出　　１６人

人口と世帯数

区　名　　出生児氏名　性別　保護者名

栗木沢　遠　藤　　　栞
しおり

　女　政則・純子

大　町　伊　藤　來
ら

　龍
お
　男　浩二・望美

西　町　小　松　悠
ゆ

　月
づき

　男　義春・淳子

おしあわせに

すこやかに

戸籍の
まど ■平成22年(2010年)

６月１日～６月30日届出

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　世帯主名

四ノ沢　　清　野　圭一郎　　本　人

大谷五　　清　野　とらを　　銀太郎

松　程　　長　岡　信　男　　清　子

明鏡荘　　今　井　スミエ　　本　人

前田沢　　渡　邊　ときゑ　　隆　生

古　槇　　清　野　き　よ　　忠　市

下芦沢　　土　屋　と　く　　棟　悦

常　盤　　鈴　木　ミサヲ　　秀　雄

清　野　剛　行
（前田沢）

山　崎　晴　美
（千葉県）

■ＪＡさがえ西村山が提供 サクランボ給食

■第８回山形暮らしセミナー

■額には M のマーク、でもハンバーガーは…

■「あとりえマサト」と「かもしか隊」作品の源泉展

掲載を希望しない方は

届け出の際にお申し付けください

　ＪＡさがえ西村山が提供したサ
クランボを味わう「サクランボ給
食」が７月２日、町内３小学校で
行われました。
　贈呈式が行われた宮宿小学校で
は、町サクランボ生産組合長の今
井賢一さん（新宿）があいさつし、
「りんごが有名な朝日町ですが、さ
くらんぼ農家も 100 人以上いるん
ですよ」とＰＲ。児童たちは山形
を代表する初夏の味覚を笑顔いっ
ぱいほおばりました。

■朝日中生徒が口蹄疫被害農家へ義援金
　口蹄疫の被害を受けた宮崎県の
畜産農家へ朝日中生徒会が義援金
を募り、生徒会長の鈴木駿太朗く
んと事務局長の遠藤幹士くんが
6 月 16 日役場を訪れ、集まった
12,122 円を町へ手渡しました。
　義援金は口蹄疫の発生を受けて
設立された支援機関を通じ、今後
農家に直接配分される予定です。

　県が主催する「第８回山形暮ら
しセミナー」が６月 12 日、東京
都内で開催され、首都圏からのＵ
ターン者である長岡孝治さん・信
子さんご夫妻（太郎二）と伊藤裕
治さん（長沼）が出席しました。
　15 人の参加者からは、主に雪
や交通に関する質問が出され、３
人は実体験を披露しながら、移住
のアドバイスを行いました。

　写真は川村實さん（真中）のお宅
の猫、チャコくん。よく見ると、額に
くっきりと「Ｍ」のマークが見えます。
今年生まれたばかりで、４月に川村
さん宅にやってきて以来、訪れる方
に愛想と話題を提供しています。
　漬物からお菓子まで何でも食べる
食生活を送っているチャコくんです
が、ハンバーガーはまだ食べたこと
がないそうです(笑 )。

　旧立木小で活動を行う芸術家「あ
とりえマサト」の6人と、東北芸
工大の学生サークル「かもしか隊」
４人の展示会が、６月14日から30日
までりんご温泉で開催されました。
　新源泉が開湯したりんご温泉に
ちなんで、「源泉」がテーマ。町の
自然や暮らしが着想源になった作
品をはじめ約50点が展示され、訪
れる人々の目を楽しませました。



活躍

中学生カメラマン

　
今
月
号
の
特
集
は
、
中
学
生
の
「
キ
ャ

リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」。
今
年

は
町
広
報
（
政
策
推
進
課
）
で
も
初
め

て
受
け
入
れ
を
実
施
し
、
本
号
に
は
、
２

人
の
中
学
生
記
者
が
撮
影
し
た
写
真
が

多
数
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
私
自

身
が
志
願
し
た
も
の
。
子
ど
も
た
ち
を
取

材
す
る
機
会
の
多
い
広
報
担
当
で
す
が
、

う
れ
し
い
こ
と
に
多
く
の
場
合
、
子
ど
も

た
ち
が
カ
メ
ラ
の
も
と
へ
近
寄
っ
て
き
て

く
れ
ま
す
。「
そ
れ
な
ら
ば
、
い
っ
そ
の

こ
と
…
」
と
実
際
に
取
材
を
体
験
す
る
機

会
を
設
け
て
み
た
の
で
し
た
。

■
広
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ひ
ま
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印
刷
　寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
５
日
間
、
一
緒
に
取
材
に
出
か
け
て
く

れ
た
佐
藤
さ
ん
、
大
江
さ
ん
、
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。
農
業
や
製
造
業
な
ど
、

多
く
の
仕
事
に
共
通
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
自
分
の
手
掛
け
た
も
の
が
形
に
な

り
、
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
け
る
の

は
う
れ
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な

り
の
達
成
感
や
充
実
感
を
得
ら
れ
た
の

で
は
な
い
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バンフ マウンテン
フィルム フェスティバル

世界最高峰のアウトドア映画祭が

この夏、朝日町で開催されます

Banff Mountain Film Festival 
in Japan 2010

　毎年11月カナダ・バンフで開催さ
れる映画祭。本年で35年目を迎え、山
岳、冒険、アウトドアスポーツをテー
マとしています。
　300本以上の作品から受賞作が選出
され、その中の数十本が世界29カ国を
巡るワールドツアーで上映。日本での
上映会は朝日町を皮切りに全国11箇所
で開催されます。

《上映に合わせスペシャルイベントも開催》

■８/28( 土 ) 五百川峡谷ダウンリバー ( カヌー )
■８/29( 日 ) 森の巨人、クロベ探訪（登山）
■８/29( 日 ) 蜜ロウソク作り体験

《ボランティアを募集します！》

　このイベントの PR、そして運営をお手伝いいただける
ボランティアを募集中。自然と親しむことが好きな方なら
大歓迎！ささやかな特典もご用意します。

スペシャルイベント、ボランティア募集、プログラム内
容に関しては、町観光協会のホームページ（http://www.
asahimachi-kanko.jp/）をご覧いただくか、電話（☎ 67-
2134）で問合せください。

　世界の山岳、冒険を題材とするこの映画祭で大自然のすばらし
さ、アウトドアスポーツの楽しさをご体験下さい。そしてこのイ
ベントの開催を通して、朝日連峰の自然や山岳文化、そしてカヌー
やスキーが楽しめる当地のすばらしさを多くの方々に発信します。

■日時　８月２８日 ( 土 )　開場：午後６時（上映：午後７時）
■会場　Asahi 自然観屋外特設会場（雨天時：立木研修センター）
■料金　1,500円
■チケット　チケットぴあ、あさひ旅のココロ館（町観光協会）、
　　　　　　Asahi 自然観などで８月１日より発売
■主催　パタゴニア・バンフ・マウンテン・フィルム・フェスティ
　　　　バル・ジャパン実行委員会
■問合せ先　町観光協会 ( ☎ 67-2134)

旅旅のの

観光協会だより
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